
鳥取地震

震度分布図 震央分布図
1919年1月1日～2021年12月31日 M3.0以上 深さは全て

左図領域a内の地震活動経過図

領域a

■地震の諸元
発生年月日 昭和18（1943）年9月10日
震央 鳥取県東部
マグニチュード 7.2
深さ 0km
北緯 35度28分 東経 134度11分

■被害（全体）
死者 1,083人
負傷者 3,259人
家屋全壊 7,485  棟

鳥取市元魚町？
残ったビル
手前は木造家屋で、倒壊して
焼けたところ。

地割れ

現在の鳥取市湖山町堀越地区

山陰本線のレールの蛇行状況
手前湖山駅、向こう末恒（米子方向）。
なお、画面人の歩いているのが国道九号線、電
信柱は国鉄の電話線で、唯一生き残った。この
線を使って 地震の第一報が東京へ伝えられた
とのこと。

被害は日本被害地震総覧による

（気象庁カタログによる）

※大阪府の被害を示す資料はない。 写真は鳥取地方気象台所蔵


